
令和４年に町内５校が再編され新生「川俣小
学校」が誕生しました。将来を担う子どもたち
のよりよい成長のためには、学校と保護者、地
域の方々が知恵を出し合い、様々な意見を学校
運営に反映させていく必要があります。また、
学校が目指す目標や様々な問題の解決のために
も地域の皆さんの参画・協力・協働は重要にな
ります。地域ぐるみで学校を支える体制を強化
し、地域の子どもたちを支え、学校に関わるす
べての人々とともに歩む学校づくりのため、町
の教育委員会が主導して CSを設置しました。
主な役割や組織等は次の通りです。

（１）CS（学校運営協議会）の主な役割
① 校長が作成する学校運営の基本方針を協議・検討し承認すること。
② 学校運営について、教育委員会や校長に意見を述べることができること。
③ 教職員の任用に関して、教育委員会に意見を述べることができること。

（２）CSが目指すねらい
① 一人一人の児童が生き生きと活動できるようにするための支援
② 課題解決のための支援
③ 地域の伝統や文化にふれることができるようにするための支援
④ 安全な登下校ができるようにするための支援

（３）CSの組織
① 教職員、保護者、地域住民、学識経験者、関係機関職員等をもって組織する。
（今年度は、教職員１名、保護者２名、地域住民５名、当該校長１名、学識経験者１
名、町教育委員会職員１名 生涯学習課職員１名の１２名）

② 学校運営に意見を述べるため、各種団体より学校と共に行動できる委員を選定する。
③ 年数回定例会を開催し、熟議を積み重ねる。

６月は、たくさんの教育活動があ
りました。３年生は、「工房おりを
り」の鈴木さんをお招きし総合的な
学習としてかいこの飼育を学びまし
た。４年生は総合的な学習としてケ
ーナの演奏をコスキンｴﾝハポン事務
局の皆さんから教わりました。６年
生は社会科として前田遺跡等につい
て町の生涯学習課の吉田さんから教

＜３年 かいこの飼育＞ わりました。人権擁護委員会の方々 ＜４年 ケーナ演奏講習会＞

から、美化委員会に人権の花の贈呈
がありました。その他の学年も実り
の多い体験活動等ができた６月にな
りました。（HP や学年だよりに掲
載）体験活動は、子どもたちの知識
や思考を深めるのに大いに役立ちま
す。体験を通して学んだことは記憶
に残り、今後の学校生活に役立つこ
とが多くあります。これからも、体

＜６年 歴史へのいざない＞ 験活動の充実を図っていきたいと思 ＜美化委員会 人権の花贈呈＞

います。
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